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	【結論】本研究では、ASD群においてTD群よりも有意に後部帯状回／楔前部の脳灰白質体積が小さく、また両側楔前部の表面積が小さいことを示した。また、ASD群の右腹側後部帯状回の皮質厚はTD群よりも有意に菲薄化していた。さらに、ASD群においてPAの上昇と右腹側後部帯状回の皮質厚に有意な弱い負の相関が認められた。以上の知見はASDとPA、および脳形態偏倚の関連性にエビデンスを提供するものである。PAの上昇が発達的側面に有利な影響をもたらすという報告もあるため、今後の研究において本研究の臨床的帰結が明ら...

